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 総点検の結果、鉄塔の改修等が必要となった場合、鉄塔の建て替えは長期間の送電
停止に伴う供給信頼度の低下、費用や用地の確保等が課題となるため、短期間で低
コストな改修等の工法も検討することが必要。

 また、こうした改修工事は迅速に行う必要があるが、その着工に当たっては十分に優先
順位（近隣住民の有無、電力ネットワークへの影響（停電影響度）、建設年数
等）を検討し、実施することが必要。

 今夏の台風襲来期までに改修工事等の対策を完了することが理想的ではあるが、上記
の優先順位も踏まえて可能なものを最大限実施することが必要であり、各電力会社に
おいては上記を十分に踏まえ、改修計画を検討すべき。
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1-4．鉄塔の改修工事に当たった留意事項
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（参考）鉄塔の強度対策（建て替え、改修等）の概要
分類 工法 対象鉄塔 概要 工期 コスト 備考

建て替え ①建て替え 小～大
 設計風速の変更に対応が可能

 用地を確保することにより、既存の系統に影響なく長期施
工が可能

長 高
用地取得及び基礎工事に時間
を要する可能性あり

鉄塔の
改修

②主柱材の
部分取替

小～大
 裕度向上を目指した部位のみ交換が可能であり、効率的
 １～２日程度で１部分の取替えが可能

短～長 中
実績は少ないが、確実に裕度
向上が可能

③主柱材の
補強

小～大
 鋼管材、アングル材それぞれに対応
 溶接、ボルト削孔を必要としない
 通信鉄塔で実績あり

短～中 低

④腹材の
補強

小～大

 主柱材の曲がり易さを抑制。腐食等による取り換え実績が
多く、施工方法が確立している

 溶接、ボルト削孔を必要としない
 通信鉄塔で実績あり

短 低

⑤支線に
よる補強

小～中  支線を張ることにより、鉄塔にかかる荷重を分散 短 低
技術基準の解釈133条（解説）

において、やむを得ない場合に
6ヶ月以内の使用を認めている

基礎の
改修

⑥基礎部の
補強

小～中
 基礎部を改修し、鉄塔全体の変形を抑制する工法
 基礎部の劣化や部材のたわみ等の改修に効果的

短～中 低～中

地盤の
改修

⑦地盤改良 小～大
 地盤を改良し、鉄塔の経年的な変形を抑制する工法
 地滑りが生じた箇所、地盤が軟弱化した箇所に適用

短～中 低～中

※ 主柱材 ：鉄塔を構成する４本の主要な鋼材
※ 腹材 ：主柱材間を結ぶ斜めの鋼材
※ アングル材：２辺の長さが同じ山形の鋼材。 （出所）経済産業省調べ






